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富
山
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
脇
本
恭
成
会
長
）
と
同
女
性
部
連

合
会
（
徳
永
た
つ
子
会
長
）
の
平
成
二
十
七
年
度
通
常
総
会
が
四
月

二
十
八
日
、
県
下
の
両
部
員
約
一
三
〇
名
が
出
席
し
開
催
さ
れ
た
。

　
本
年
度
は
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
青
年
部
連
合

会
長
に
中
瀬
淳
哉
さ
ん
（
新
、
入
善
町
）、
女
性
部
連
合
会
長
に
徳
永
た

つ
子
さ
ん
（
再
、
射
水
市
）
を
そ
れ
ぞ
れ
選
任
し
た
。
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女
性
部
連
合
会

　

徳
永
会
長
が
、
昨
年
度
実
施
し
た

事
業
へ
の
協
力
に
感
謝
の
意
を
表
す

と
と
も
に
、
二
十
七
年
度
の
事
業
計

画
で
は
、
北
陸
新
幹
線
開
業
対
策
枠

と
し
て
補
助
金
が
増
額
さ
れ
た
元
気

な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
を

は
じ
め
と
す
る
事
業
計
画
が
承
認
さ

れ
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
総
会
終
了
後
、
青

年
部
・
女
性
部
合
同
総
会
が
開
か

れ
、
両
部
の
新
執
行
部
を
代
表
し
て

中
瀬
・
徳
永
両
会
長
が
就
任
挨
拶
を

行
っ
た
。
こ
の
後
、
来
賓
の
亀
井
富

山
県
商
工
労
働
部
次
長
、
西
村
県
商

工
会
連
合

会
副
会
長

よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
激

励
の
挨
拶

青
年
部
連
合
会

　

脇
本
会
長
が
挨
拶
で
、
二
十
六

年
度
に
実
施
し
た
被
災
地
支
援
事

業
や
青
年
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
な
ど
関

連
事
業
の
運
営
協
力
に
つ
い
て
感

謝
の
意
を
述
べ
、
二
十
七
年
度
は
、

地
域
力
の
創
造
～
青
年
部
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
～
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
①
委
員
会
組
織
の
設
立
と

運
営
②
部
員
増
強
運
動
③
富
山
県

元
気
発
信
事
業
、
を
重
点
目
標
と
し

た
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
た
。ま
た
、

議
事
終
了
後
、
道
古
和
博
さ
ん
（
射

水
市
）
に
対
し
柳
川
賞
の
授
与
が
行

わ
れ
た
。

平
成
二
十
七
年
度
　
青
年
部・女
性
部
連
合
会
総
会

新
執
行
部

【
青
年
部
】

会　

長　

中
瀬　

淳
哉
（

入
善
町
）

副
会
長　

高
下　

峰
則
（

入
善
町
）

　

〃　
　

舛
谷　

専
一
（
富
山
市
南
）

　

〃　
　

山
口　

克
次
（

高
岡
市
）

　

〃　
　

北
川　

智
之
（

南
砺
市
）

【
女
性
部
】

会　

長　

徳
永
た
つ
子
（

射
水
市
）

副
会
長　

細
川　

和
子
（

上
市
町
）

　

〃　
　

大
塚
美
眞
子

　
　
　
　
　
　
　

  

（
富
山
市
八
尾
山
田
）

　

〃　
　

吉
田　

富
香
（

高
岡
市
）

　

〃　
　

水
口　

芳
美
（

南
砺
市
）

新任された中瀬会長

再任された徳永会長

青
年
部
会
長
に
中
瀬
氏(

新)

女
性
部
会
長
に
徳
永
氏（
再
）決
定

商工
春
秋
　

雪
も
解
け
、

北
陸
に
待
ち
望

ん
だ
春
が
や
っ
て
き
た
三

月
十
四
日
、「
北
陸
新
幹
線
」
が
開

業
し
ま
し
た
。
▼
五
十
年
前
、東
京・

大
阪
間
を
日
本
初
の
高
速
鉄
道
で

あ
る
東
海
道
新
幹
線
が
開
業
し
ま

し
た
。
そ
の
時
代
に
「
バ
イ
パ
ス
機

能
と
し
て
の
北
回
り
新
幹
線
」
は
危

機
管
理
の
観
点
や
採
算
か
ら
見
て

も
建
設
に
値
す
る
と
考
え
、
北
陸
新

幹
線
構
想
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
多
く
の
方
々
が
夢
を
あ

き
ら
め
ず
努
力
し
、
実
に
半
世
紀

を
経
て
北
陸
新
幹
線
が
金
沢
ま
で

開
業
し
た
の
で
す
。
▼
北
陸
新
幹

線
の
輸
送
力
は
、
こ
れ
ま
で
の
三

倍
も
あ
り
ま
す
。
交
流
人
口
増
は

そ
の
ま
ま
経
済
活
性
化
に
直
結
し
、

今
ま
さ
に
政
府
が
最
重
要
課
題
と

し
て
地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で
い

る
中
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ

る
と
こ
ろ
で
す
。
▼
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
は
途
中
段
階
で
あ
り
大

き
な
自
然
災
害
や
事
故
が
発
生
し

た
場
合
の
日
本
国
の
こ
と
を
考
え

る
と
、
本
来
の
構
想
で
あ
る
東
西

日
本
を
繋
ぐ
バ
イ
パ
ス
機
能
と
し

て
、
大
阪
ま
で
の
延
伸
が
望
ま
れ

ま
す
。
▼
大
阪
ま
で
は
五
十
年
も

か
け
ず
、
現
在
の
感
動
が
冷
め
な

い
う
ち
に
、
一
日
も
早
く
開
通
さ

せ
て
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
す
。

が
あ
っ
た
。
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組
織
の
中
で
活
躍
す
る
た
め
に

習
得
す
べ
き
基
本
的
姿
勢
・
知
識
を
学
ぶ

平
成
二
十
七
年
度
　
新
入
社
員
研
修
会
開
催

　

県
商
工
会
連
合
会
で
は
、
四
月

三
日
（
金
）
中
小
企
業
研
修
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
新
入
社
員
が
企

業
人
・
組
織
人
と
し
て
の
基
本
的

姿
勢
や
マ
ナ
ー
・
心
構
え
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を
学
習

し
、
そ
の
資
質
向
上
を
図
り
、
即

戦
力
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

新
入
社
員
研
修
会
を
開
催
し
た
。

県
内
企
業
お
よ
び
商
工
会
か
ら
新

入
社
員
等
四
十
六
名
の
参
加
が

あ
っ
た
。

　

研
修
会
は
全
体
で
三
講
座
設
け

ら
れ
た
。
一
講
座
目
は
、
商
品

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
株
式
会
社
も

の
め
ぐ
り
代
表
取
締
役
社
長
の
北

村
森
氏
よ
り
「
富
山
の
魅
力
を
感

じ
、
富
山
で
働
く
と
い
う
こ
と
」

と
題
し
て
、
富
山
県
の
現
状
と
課

題
を
挙
げ
、
将
来
の
富
山
県
を
担

う
新
入
社
員
に
対
し
て
一
人
ひ
と

り
が
行
動
す
る
こ
と
の
重
要
性
を

説
い
た
。

　

北
村
氏
は
、
北
陸
新
幹
線
開
業

日
に
対
す
る
富
山
県
と
石
川
県
の

お
も
て
な
し
の
違
い
等
を
挙
げ
、

富
山
県
民
の
奥
ゆ
か
し
さ
が
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
て
お
り
、
富
山
の
本

来
持
つ
魅
力
を
正
し
く
把
握
し
、

伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
語
っ
た
。

県
内
で
頑
張
る
企
業
、
団
体
の
実

例
も
紹
介
し
、
参
加
者
へ
何
事
に

対
し
て
も
挑
戦
を
惜
し
ま
な
い
よ

う
期
待
を
込
め
て
助
言
し
た
。

　

二
講
座
目
は
、（
一
社
）
富
山
県

中
小
企
業
診
断
協
会
会
長
の
羽
田

野
正
博
氏
が
「
内
発
的
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
高
め
る
キ
ャ
リ
ア
マ
ッ

プ
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
仕
事
を

通
じ
て
自
己
成
長
を
図
る
こ
と
の

大
切
さ
を
語
っ
た
。

　

三
講
座
目
は
、
Ｉ
．Ｓ
．Ｋ
有
限
会

社
代
表
取
締
役
の
市
井
啓
子
氏
よ

り
「
社
会
人
と
し
て
の
心
構
え
＆

職
場
の
マ
ナ
ー
」
と
題
し
て
主
に

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
挨
拶
、
表
情
、

報
告
・
連
絡
・
相
談
に
つ
い
て
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
中
心
に
体
得
し
た
。

　

参
加
者
は
講
義
終
了
後
、レ
ポ
ー

ト
を
提
出
し
「
目
的
、
目
標
を
持

ち
何
事
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み

た
い
」
と
の
感
想
が
あ
っ
た
。

海外展開の担い手となる人材を育成するため、
海外での社員の実地研修に要する経費を支援します！

富山県ものづくり産業未来戦略雇用創造プロジェクト
グローバル企業人材育成支援事業のご案内

■お問い合わせ先■
(公財)富山県新世紀産業機構 産学官連携推進センター

グローバル企業人材育成支援事業担当　電話 076-444-5608
富山県庁 商工労働部 職業能力開発課

電話 076-444-3259

事業内容 社員の海外実地研修を通じてグローバル人材の育成を図る企業
を支援。海外実地研修とは、現地でのＯＪＴ（業務の中で行わ
れる指導等）とＯＦＦ－ＪＴ（業務外での研修）との組み合わ
せ、または、ＯＦＦ－ＪＴのみを実施するものです。

対象経費 海外研修に必要な国内旅費（交通費・宿泊費）及び渡航費・現
地滞在費（宿泊費、アパート等賃借料、寮費）のほか、研修機
関が実施する研修に参加する場合にはこの参加費も対象。ただ
し、研修期間中の飲食費は除く。

補助率 中小企業：補助対象経費の 80％
補助限度額：研修を受講する社員１人あたり 30 万円

＊支援企業の募集は、平成 27 年５月頃からを予定しています。詳細はお問い合わせください。

北村先生の講座の様子

企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資 多彩なニーズにお応えします。

〒939-2741 富山県富山市婦中町中名1554-23
TEL (076)465-2341(代)  FAX (076)465-2340
URL http://www.nakatani-p.co.jp　E-mail info@nakatani-p.co.jp

ISO14001  認証取得

ISO 9001  認証取得
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年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！

　県内における空港利用の機運醸
成を図るため、企業・団体の皆様を対

象にした空港サポーターズクラブを創設
し、会員向けサービス等を実施します。
会費：無料
入会条件：①入会時に、利用目標や利用促進策
を設定し、宣言いただきます。
②職場でのチラシ、ポスター等の設置など、富山
きときと空港のＰＲにご協力いただきます。
会員特典：①飛行機ご利用時に富山きときと空港
の有料待合室及び有料会議室の利用が無料。
②キャンペーン等の最新情報をお送りします。
③ANAラウンジのご利用カードを２枚進呈
します。（詳細はお問合せください。）

富山きときと空港
企業サポーターズクラブの創設

　県では、熟練技能の円滑な継承と次世
代のものづくり現場を担う若手技能者の育成

を図るために、優れた熟練技能を有する「とや
まの名匠」などを講師に、ものづくり技能（勘・コツ）
を実技指導する「高度技能人材育成研修会」を開催
いたします。

高度技能人材育成研修会
【普通旋盤・フライス盤・MAG溶接】

　富山県米作改良対策本部では、近年の高温
傾向に対応した米の品質向上対策として、平
成 15 年以降、「コシヒカリ」の「５月 15 日
を中心とした田植え」に取り組んでいます。
米づくりの大半を兼業農家が占める本県

では、この取組みを円滑に推進するた
め、企業経営者の方々の理解と協

力をお願いしています。

＊応募は、富山きときと空港ＨＰよりお申込みください。
http://www.toyama-airport.jp/

■お問い合わせ先■
富山きときと空港企業サポーターズクラブ事務局
（富山県総合交通政策室（航空政策調整担当）内）

TEL：076-444-4039

日時：平成27年5月23日（土）、5月30日（土）、
6月6日（土）　9：00～17：00

場所：県技術専門学院（富山市向新庄1-14-48）

■お問い合わせ先■
富山県商工労働部職業能力開発課

TEL：076-444-3259

　県では、障害者の雇用に積極的に取
り組んでいる民間企業を「とやま障害者フ

レンドリー企業」として認証しています。自
社のイメージアップなどのために、ぜひ申請を

ご検討ください。
認証に必要な要件：①障害者雇用率が３％以上。
②障害者の職場実習の受入や就労支援機関職員等
の職場見学が可能であること。
認証を受けると、①県のホームページで、企業名
及び障害者雇用に関する取組内容を広く紹介。
②とやま障害者フレンドリー企業であること
を証するマークを自社のホームページやパ

ンフレット、名刺等で活用することがで
きます。

■お問い合わせ先■
富山県商工労働部 労働雇用課 教育福祉係

TEL：076-444-3257

とやま障害者
フレンドリー企業募集中！

美味しい富山米を
消費者に届けよう！

「５月 15日を中心とした田植え」
にご協力を
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県
内
商
工
会
の
第
一
次
公
募
状

況
は
、
前
回
第
一
次
応
募
の
八
二

件
を
大
幅
に
上
回
る
二
三
七
件
、

全
国
で
は
九
七
〇
五
件
の
応
募
が

あ
っ
た
。

現
在
、
第
二
次
公
募
の
受
付
が

始
ま
っ
て
い
る
。
締
め
切
り
は
五

月
二
十
七
日
。

こ
の
補
助
金
は
、
小
規
模
事
業

者
だ
け
を
対
象
と
し
て
お
り
、
商

工
会
の
助
言
等
を
受
け
て
経
営

計
画
を
作
成
し
、
そ
の
計
画
に

沿
っ
て
、
販
路
開
拓
等
に
取
組

む
費
用
の
２
／
３
を
補
助
す
る
も

の
。
補
助
上
限
は
五
〇
万
円
、（「
雇

用
増
加
・
従
業
員
の
処
遇
改
善
・

買
い
物
弱
者
対
策
」
は
一
〇
〇
万

円
、「
複
数
の
事
業
者
が
連
携
し

た
取
組
」
に
つ
い
て
は
五
〇
〇
万

円
）、
事
業
は
、
本
年
十
一
月

三
十
日
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と
が

条
件
と
な
っ
て
い
る
。
集
客
力
を

高
め
る
た
め
の
看
板
設
置
、
新
た

な
商
品
開
発
や
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
、
新
規
顧
客
開
拓
の
為
の
チ
ラ

シ
作
成
配
布
な
ど
、
幅
広
い
取
組

経営計画作成アプリ「経営計画つくるくん」
タブレット用アプリ！簡単操作で経営計画が作成できます

　経営計画とは、ビジョンと経営理念を実現するた
めの道具の一つです。業績を伸ばしている中小企業
の多くは経営計画をもとに、計画と現状の差異から
経営課題を分析し、経営資源（従業員、資金、情報、
資産）をどう配分していくかを考え、あるべき姿（目
標）を目指し挑戦し続けています。
　経営計画を作るのは難しいのでは？！と思ってお
られる方も多いかとおもいます。そこで、独立行政
法人中小企業基盤整備機構では、経営計画の作成が
初めての方や中小企業・小規模事業者の経営計画作
成の支援に携わる方に利用いただくことを目的とし
て、30 分ほどのＱ＆Ａに答えながら経営計画が作成
できる「経営計画つくるくん」のタブレット用アプ
リを開発しましたので、ご活用してください。

＊詳細はこちらをご覧ください。http://www.smrj.go.jp/jinzai/063743.html

み
が
対
象
と
な
る
。
詳
細
は
、
県

商
工
会
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
最
初
は
面
倒
に
思
っ
て
い
た

経
営
計
画
書
の
作
成
も
経
営
指
導

員
に
相
談
し
な
が
ら
進
め
た
こ
と

で
、
自
社
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
強

み
が
明
確
に
な
り
、
お
客
様
か
ら

支
持
さ
れ
る
に
は
、
何
を
ど
の
よ

う
に
取
組
ん
で
い
く
べ
き
か
、
改

め
て
自
社
の
課
題
が
整
理
で
き

た
」
と
好
評
で
す
。（
関
連
記
事

五
ペ
ー
ジ
）

小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
の
制

定
や
北
陸
新
幹
線
開
業
の
追
い

風
に
乗
っ
て
、
こ
れ
ま
で
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
本
補
助
金
を
活
用

し
て
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

好
評
の
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金

第
二
次
募
集
中
！

締め切り
５/27

経
済
の
好
循
環
を
め
ざ
し
て

石
澤
会
長
、
宮
沢
経
産
相
と
懇
談

宮沢経産相に小規模企業の
厳しい状況を説明する石澤会長

　

東
京
都
内
で
四
月
二
十
日
、
宮

沢
経
済
産
業
大
臣
と
中
小
企
業
関

係
団
体
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、

全
国
商
工
会
連
合
会
長
の
石
澤
義

文
会
長
が
出
席
し
た
。
同
懇
談
会

は
、
政
府
と
中
小
・
小
規
模
企
業

が
一
体
と
な
っ
て
経
済
の
好
循
環

を
創
り
出
し
て
い
く
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
開
催
さ
れ
た
も
の
。

　

石
澤
会
長
は
、
大
企
業
の
好
調

な
業
績
が
地
方
経
済
に
及
ん
で
い

な
い
中
、
地
方
の
中
小
・
小
規
模

企
業
は
原
材
料
等
の
仕
入
価
格
や

電
気
料
金
の
高
騰
が
価
格
転
嫁
で

き
ず
に
収
益
を
圧
迫
し
て
い
る
状

況
に
あ
る
と
説
明
。
今
後
と
も
価

格
転
嫁
対
策
に
万
全
を
期
す
よ
う

求
め
た
。
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子供連れで
　　　ゆっくりできるお店に！

ビジネスモデルを売る
　　　　　チラシを武器に！

持続化補助金活用事例報告

株式会社 ライフアップ
代表取締役　髙田　久志 氏

　平成25年に射水市に開店し、「アロマテラピー アドバイザー」や「ハーブコーディネーター」の資格を活かし、
個々のお客様に合わせブレンドしたアロマ商品や、ハーブティーを中心に軽食も提供しているカフェである。
　イベント企画に力を入れ、お客様同士の交流のきっかけ作りにも取り組んできた。「子供連れでゆっくりで
きて、気兼ねがないお店が少ない」とのお客様の声をよく聞くようになった。
　そのような中で、小規模事業者持続化補助金のことを知り商工会へ相談に行った。経営計画を作っていく
中で、お子様連れがいつでもゆったりと過ごしていただける安全な店舗づくりを目指すことにした。
　相乗的に効果が出るように３つの取組みをすることにした。①親子が一緒にカフェ気分を楽しめるように
改善するため、お子様メニューの追加、お子様チェアー・ソ
ファー等の設置、②子育てへの不安やストレス解消のプランと
して、アロマオイルを使用したベビーマッサージを取り入れ、
子育て中のママが気軽に参加出来、相談できる教室を開講、③
ＤＭ・子供向けの広告掲載等で、ターゲットに直接届くような
広報活動とベビーマッサージ教室の看板を設置。
　これらの取組みにより、カフェであり交流の場にもなるサロ
ン的な機能がある店舗が近隣地域には少なかったことから、子
育てへの同じ悩みを持つママ同士が気軽に集える場所として利
用されるようになり、最近では口コミなどにより、お子様連れ
のお客様が大勢集まるようになってきている。

　福光町の株式会社ライフアップは、総合エクステリア工事業を主軸
として展開している。持続化補助金をきっかけに進化している企業で
ある。
　商工会から届いたチラシが社長の目に留まり、商工会に相談し、持
続化補助金にチャレンジすることとなった。
　持続化補助金を活用し取り組みたかったことは、まずは知名度アッ
プ！地域の方々に自社を知ってもらう。そして、下請けからの脱却を
目指すという目標を掲げた。アドバイスをもらいながら経営計画を作
り、自社の強みが「自社一括施工」であることが明確になった。お客
様と直接取引ができれば中間マージンをカットできる。このビジネ
スモデルを売るチラシを作成することにした。これまでのメーカーやエクステリア会社が行っていたチラシ
は、商品を売るチラシが主流であった。しかし、ライフアップのチラシは、ビジネスモデルをイラスト化し、
安い理由の裏付けになるような積算価格や商品の写真を分かりやすくレイアウトし、お客様の声も掲載した。
持続化補助金の取り組みがきっかけとなり、毎月新聞折り込みチラシを入れるようになった。チラシもブラッ
シュアップし、より伝わりやすいチラシを目指している。
　そして、新たに事業規模を拡大するという目標を掲げたことで、社長のみならず社員の意識も変わり始め
ている。人材育成が今後の課題と髙田社長はいう。まずはできることからと、着工前のあいさつ、現場の清
掃など、社員教育も始めている。自社一貫施工の強みを生かし、お客様の不安や疑問を現場ですぐに解決す
ることで、お客様の信用を得ることができるようになってきた。チラシからの問い合わせや、お客様からの
紹介・口コミによるお問合せも増え、当初立てていた目標売上計画以上の実績につながっている。

報告：南砺市商工会　経営指導員　稲塚　育子

報告：射水市商工会　経営指導員　山田　尚美

「アロマカフェ　Lama」
代表　吉井　美雪 氏

事業所名

事業所名
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交
流
人
口

☆
☆

シ
リ
ー
ズ
☆
☆

一
．
人
口

　

の
っ
け
か
ら
理
屈
を
並
べ
る
。
富

山
県
の
人
口
は
約
一
〇
六
万
七
千

人
。
残
念
な
が
ら
減
少
し
て
い
る
。

さ
ら
に
お
馴
染
み
の
「
少
子
高
齢

化
」。
定
住
者
人
口
は
減
少
し
地
方

は
過
疎
に
苦
し
む
。
さ
ら
に
人
口
の

流
動
化
が
追
い
打
ち
を
掛
け
る
。
各

自
治
体
は
都
会
か
ら
若
者
を
呼
び

戻
そ
う
と
懸
命
の
努
力
を
す
る
。
そ

ん
な
努
力
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か

先
日
不
思
議
な
御
仁
に
遭
遇
し
た
。

一
見
し
て
都
会
風
の
中
年
紳
士
。
曰

く
『
五
年
の
首
都
圏
勤
務
か
ら
晴
れ

て
富
山
県
に
戻
れ
ま
し
た
。
喜
び
勇

ん
で
娘
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
一
言

「
私
、
五
年
も
居
た
の
だ
か
ら
東
京

に
残
り
た
い
」　

だ
そ
う
で
、
私
ひ

と
り
深
夜
高
速
バ
ス
で
富
山
駅
に

立
ち
尽
く
し
た
栄
光
の
逆
単
身
赴

任
で
す
』
と
嬉
し
そ
う
に
語
る
の
で

あ
る
。
後
で
知
っ
て
驚
愕
す
る
が
同

様
の
御
仁
は
決
し
て
珍
し
く
な
い

の
だ
そ
う
で
す
。
ま
あ
、
お
嘆
き
下

さ
る
な
。
こ
れ
で
定
住
者
一
名
増
、

定
住
見
込
者
二
名
減
と
な
っ
た
。
こ

う
し
た
二
地
域
居
住
者
が
増
え
る

の
も
新
幹
線
効
果
で
す
か
ね
？

二
．
経
済
の
活
性
化

　

経
済
の
活

性
化
だ
け
に

焦
点
を
合
わ

せ
る
と
、
確

か
に
定
住
者

人
口
増
加
の

効
果
は
税
収

と
消
費
の
双

方
向
で
確
実
な
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
今
ま
で
は
定
住
人
口
を
基

に
し
た
地
域
振
興
が
成
り
立
っ
た
の

で
す
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
人
口

が
増
え
続
け
る
場
合
に
の
み
有
効
で

あ
っ
て
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
現
状
で
は
む
し
ろ
交
流
人

口
に
期
待
す
る
方
が
自
然
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
ち
ょ
っ
と
比
較
し
て
み

ま
す
。

　

昨
年
の
台
湾
一
地
域
か
ら
の
訪

日
観
光
客
は
、
ほ
ぼ
富
山
県
の
人
口

の
約
三
倍
の
約
二
百
八
十
二
万
人

（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
調
査
）
で
す
。　

　

そ
し
て
彼
ら
が
日
本
に
期
待
し

た
観
光
資
源
は
、
①
日
本
食
②

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
③
景
勝
地（
雪
な
ど
）

④
温
泉
入
浴
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
来

訪
者
が
中
国
人
（
本
土
）
の
一
人

十
二
万
円
の
消
費
に
は
及
び
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
な
り
の
消
費
は
期
待
で

き
る
は
ず
で
す
。

三
．
交
流
人
口

　

交
流
と
は
「
違
っ
た
系
統
の
も
の

が
互
い
に
入
り
混
じ
る
事
。
ま
た
、

入
り
混
じ
ら
せ
る
事
」（
広
辞
苑
）

つ
ま
り
異
な
る
環
境
で
培
わ
れ
た

文
化
・
慣
習
が
、
相
互
に
行
き
来
す

る
こ
と
で
お
互
い
に
影
響
し
あ
い
、

効
果
を
与
え
合
う
事
で
あ
る
。

	

《
続
く
》

平成27年度 免税店開設支援モデル事業募集!!

　今後増加が見込まれる外国人旅行者の消費拡大が期待されることから、県内の中小小売店の免税店化
をモデル的に促進するため、対象地域における免税店の開設に必要な環境整備に対する費用の一部を支
援いたします。

　　　補助率：補助対象経費の１／２
　補助限度額：100千円
補助対象経費：備品購入費、システム導入費、消耗品費など事業実施にあたって
　　　　　　　必要となる初期費用や免税店であることを周知するための宣伝広告費
　　対象地域：①宇奈月温泉地域　②立山黒部アルペンルート及び立山山麓地域
　　　　　　　③富山・高岡の中心市街地　④五箇山地域　など
　　募集期間：平成27年５月29日（金）まで
　　　　　　　※以降随時受付（予算額に到達次第、受付を終了いたします。）

＊対象事業者など、詳細につきましてはお問い合わせください。
　お問合せ先：富山県商工労働部商業まちづくり課企画振興係　TEL：076-444-3251

外国人旅行者向け消費税免税店の環境整備のチャンスです。

富山県の人口
区　　分 合計 男 女

H22.10.1( 国勢調査 ) 1,093,247 526,605 566,642
H27.3.1（人口推計） 1,067,359 514,906 552,453

差　引 △ 25,888 △ 11,699 △ 14,189

富山県の人口動態

区　　分
自然動態 社会動態 純増減

出生（ａ） 死亡 (b) 差引増減 県外から転入
(c)

県外へ転出
(d) 差引増減 純増加

（a+c）
純減少

（b+d） 差引増減

H25.3 ～ H26.2 月ア 7845 12563 △ 4718 15823 17605 △ 1782 23668 30168 △ 6500
H26.3 ～ H27.2 月イ 7645 12706 △ 5061 16014 17084 △ 1070 23659 29790 △ 6131

差引 ( イｰア ) △ 200 143 ― 191 △ 521 ― △ 9 △ 378 ―
　（富山県人口移動調査結果より）

　
新
幹
線
開
業
で
県
内
は
沸
き

返
っ
て
お
り
、
富
山
の
活
性
化
は

い
よ
い
よ
本
番
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

前
回
の
連
載
「
新
幹
線
が
来
る
」

に
続
き
、
こ
れ
か
ら
の
キ
ー
ワ
ー

ド
「
交
流
人
口
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
、「
よ
そ
者
目
線
」
で
綴
り
始

め
ま
す
。

（
県
連
専
門
指
導
員　

鈴
木　

英
雄
）
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▼
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク

小
規
模
事
業
者
等
が
必
要
と

す
る
専
門
的
な
技
術
や
技
能
に

つ
い
て
深
い
知
識
を
有
す
る
エ

キ
ス
パ
ー
ト
（
専
門
家
）
を
事

業
者
の
要
請
に
応
じ
て
企
業
等

へ
派
遣
し
、
具
体
的
、
実
践
的

な
課
題
に
対
し
て
適
切
な
指
導
・

助
言
を
行
う
。
派
遣
回
数
五
回

ま
で
。
受
益
者
負
担
は
、
一
回

目
は
無
料
、
二
回
目
以
降
五
回

目
ま
で
各
一
万
円
の
負
担
。

▼
地
域
活
性
化

　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

特
産
品
開
発
、
観
光
戦
略
、

他
地
域
と
の
交
流
事
業
、
イ
ベ

ン
ト
事
業
等
の
専
門
家
を
派
遣

す
る
。
加
え
て
、
地
域
資
源
の

活
用
に
よ
る
新
商
品
開
発
、
ブ

ラ
ン
ド
化
・
事
業
化
を
目
的
と

し
た
指
導
も
実
施
す
る
。
対
象

は
商
工
会
等
、
派
遣
回
数
五
回

ま
で
無
料
。

▼
街
お
こ
し
指
導
事
業

組
織
・
団
体
の
強
化
、
経
営

の
近
代
化
等
経
営
意
欲
の
あ
る

中
小
小
売
商
業
者
等
（
サ
ー
ビ

ス
業
者
等
を
含
む
）
の
団
体
を

指
導
対
象
と
し
、
特
に
各
種
商

業
関
係
助
成
事
業
を
実
施
し
て

い
る
地
域
に
つ
い
て
指
導
を
行

う
。
対
象
は
団
体
等
複
数
企
業
、

派
遣
回
数
五
回
ま
で
無
料
。

▼
特
産
品

　
　
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
業

特
産
品
事
業
者
に
対
し
て
専

門
家
に
よ
る
特
産
品
の
ク
リ

ニ
ッ
ク（
商
品
改
良
や
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
等
の
改
良
な
ど
）

を
開
催
し
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
特
産
品
づ
く
り
を
進
め

る
。
派
遣
回
数
三
回
ま
で
無
料
。

▼
特
産
品
等
海
外
展
開

　
　
　
　
　
　
支
援
事
業

特
産
品
な
ど
の
自
社
開
発
商

品
を
海
外
に
お
い
て
販
売
・
生

産
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

小
規
模
事
業
者
等
の
海
外
展
開

に
関
す
る
課
題
に
対
応
す
る
た

め
専
門
家
を
派
遣
し
、
貿
易
・

投
資
の
全
般
に
わ
た
る
適
切
な

指
導
・
助
言
を
行
う
。
派
遣
回

数
三
回
ま
で
無
料
。

▼
ミ
ラ
サ
ポ

中
小
企
業
庁
が
運
営
す
る
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営

全
般
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
。
専
門
家
派
遣
は
三
回

ま
で
無
料
で
申
請
可
能
。（
会
員

登
録
要
）
ま
ず
は
地
域
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
る
最
寄
の
商

工
会
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
当
サ
イ
ト
に
は
補
助
金
や

各
種
支
援
施
策
な
ど
、
経
営
に

役
立
つ
情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
。「
ミ
ラ
サ
ポ
」
で
検
索
し

て
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
消
費
税
転
嫁
対
策

窓
口
相
談
事
業

消
費
税
転
嫁
に
よ
り
見
込
ま

れ
る
経
営
へ
の
悪
影
響
の
回
避

を
目
的
に
、
新
商
品
開
発
や
販

路
開
拓
な
ど
幅
広
い
対
応
策
を

対
象
に
、
専
門
家
を
派
遣
。
回

数
は
五
回
程
度
、
無
料
。

専
門
家
派
遣
事
業
に
つ
い
て

　
商
工
会
で
は
中
小
企
業
者
等
の
皆
様
の
経
営
・
製
造
上
の
様
々
な

課
題
に
お
応
え
す
べ
く
、
テ
ー
マ
に
即
し
た
専
門
家
派
遣
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
最
寄
り
の
商
工
会
へ
ご
相
談
下
さ
い
。
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経営改善・事業再生に取り組む方に

経 営 力 強 化 保 証
事業再生計画実施関連保証
（ 経 営 改 善 サ ポ ー ト 保 証 ）
事 業 再 生 保 証
事 業 再 生 円 滑 化 関 連 保 証

中小企業を支える身近なパートナー中小企業を支える身近なパートナー中小企業を支える身近なパートナー
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ふれあい青空市「やまだの案山子」 ６月の土曜日・日曜日 ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333
津沢夜高あんどん祭 ６月５日（金）～６日（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356
世界文化遺産登録20周年記念イベント
「五箇山民謡祭」 ６月６日（土） 南砺市商工会五箇山事務所 0763-66-2044

庄川観光祭 ６月６日（土）～７日（日） 庄川観光祭実行委員会 0763-82-1901
阿會の市 ６月13日（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356
なりひら風の市 ６月13日（土） なりひら風の市実行委員会 076-455-3181

薬師岳夏山開き記念登頂会 ６月13日（土）～
６月14日（日） 富山市観光協会 076-481-1900

風の盆ステージ・町なかミニツアー ６月13日（土）、
　　27日（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

だまし川のほたるとかっぱ村祭り ６月14日（日） 道の駅福光 0763-52-4100
仁歩ほたる祭り ６月20日（土） ほたるの館 076-458-9111
市姫さんど ６月21日（日） 上市町商工会 076-472-0716

富
山
グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト

富
山
グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト

富
山
グ
ル
メ
レ
ポ
ー
ト

　

富
山
市
北
商
工
会
員
で
地
元
の

方
々
行
き
つ
け
の
ホ
タ
ル
イ
カ
メ

ニ
ュ
ー
も
評
判
の
割
烹
料
理
店
「
茶

寮
か
ぐ
ら
」
さ
ん
を
訪
問
し
た
。

　
「
茶
寮
か
ぐ
ら
」
は
ま
る
で
隠
れ

家
の
よ
う
な
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
が

漂
う
お
店
で
、
こ
の
道
五
十
年
の
店

主
の
尾
崎
俊
文
さ
ん
が
腕
に
よ
り
を

か
け
た
旬
の
ホ
タ
ル
イ
カ
を
使
っ
た

創
作
・
試
作
料
理
の
数
々
を
披
露
し

て
く
れ
た
。

　

富
山
の
ホ
タ
ル
イ
カ
は
日
本
全
国

で
知
ら
れ
て
い
る
名
産
の
一
つ
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
山
の
養
分
が
豊
富
に

含
ま
れ
る
上
市
川
・
白
岩
川
が
富
山

湾
に
流
れ
込
み
、
バ
ク
テ
リ
ア
や
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
を
育
み
、
そ
れ
ら
を
餌

と
す
る
こ
と
で
、
水
橋
や
滑
川
の
ホ

タ
ル
イ
カ
が
他
県
よ
り
も
一
回
り
大

き
く
な
る
こ
と
が
、
名
産
の
所
以
と

い
わ
れ
る
。

　

子
供
の
頃
か
ら
慣
れ
親
し
ん
で
い

る
、
ホ
タ
ル
イ
カ
料
理
に
つ
い
て
あ

る
程
度
知
っ
た
つ
も
り
で
い
た
が
、

定
番
の
刺
身
、釜
揚
げ
、酢
味
噌
か
け
、

お
寿
司
、
沖
漬
け
だ
け
で
な
く
、
ワ
ッ

パ
メ
シ
、
柳
川
、
て
ん
ぷ
ら
な
ど
店

主
の
創
作
料
理
も
含
め
次
々
と
紹
介

さ
れ
る
、
そ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
驚
か

さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
一
品
一
品
に
地
元
の
旬

な
野
菜
や
山
菜
、
海
産
物
も
添
え
ら

れ
、
季
節
に
合
わ
せ
た
器
で
提
供
し

て
く
れ
て
い
る
店
主
の
お
も
て
な
し

が
心
に
沁
み
た
。

　

北
陸
新
幹
線
が
開
業
し
た
今
日
朝

獲
れ
の
新
鮮
な
ホ
タ
ル
イ
カ
を
是
非

全
国
の
皆
さ
ん
に
も
食
べ
て
頂
き
た

い
。
ま
た
、
ホ
タ
ル
イ
カ
料
理
以
外

に
も
、
そ
の
時
期
で
し
か
味
わ
え
な

い
料
理
を
年
中
提
供
し
て
く
れ
る
店

主
の
こ
だ
わ
り
と
心
意
気
が
嬉
し
い
。

「
こ
だ
わ
り
料
理
人
の

心
意
気
」

割
烹
料
理
店 

茶
寮
か
ぐ
ら

　

北
陸
新
幹
線
開
業
で
増
大
す
る
、

県
外
や
海
外
か
ら
の
お
客
様
に
は
、

豊
か
な
富
山
の
『
食
』
の
魅
力
を
堪

能
し
て
も
ら
い
た
い
も
の
。
そ
こ
で
、

代
表
す
る
逸
品
や
話
題
の
新
商
品
な

ど
を
取
材
・
報
告
し
、
お
迎
え
す
る

私
た
ち
が
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
発

見
す
る
こ
と
と
す
る
。

　

第
一
回
は
今
が
旬
の
ホ
タ
ル
イ
カ
。

ホ
タ
ル
イ
カ

取 材 協 力
割烹料理店　茶寮かぐら

創業：平成 19 年　　　　　　
住所：富山市水橋新大町 543
電話：076-479-2263
営業時間：11:00 ～ 14:30
　　　　　17:00 ～ 22:00
●当店は予約制のため事前に連絡が

必用です。

　商工会には定期的に巡回訪問をいただき、
貴重な情報を提供いただいている。何より
も水橋支所の職員の皆さんによくご利用い
ただいております。

　ホタルイカは体に多くの発光器を持ち、暗闇
で発する光は、ほの青白く輝き、見る人を魅了
する。
　富山湾のホタルイカは普段、水深約 200 〜
600m の深海に生息し、3 月から 6 月上旬に
かけて、夜になると産卵のため海岸近くまで大
群となって押し寄せてくる。日本近海で海岸近
くまで大群をなして集まるのは富山湾だけであ
り、富山市常願寺川河口から魚津港までの沖合
1.3km までの海面は、「ホタルイカ群遊海面」
として国の特別天然記念物に指定されています。

県のさかな　ホタルイカ


